
「沖縄振興計画の後期展望」に対する一般からの意見

県外･県内 年齢 性別 職業・職種 意見概要

沖縄県 55歳 男 公務員

【税負担の軽減による振興】
これまでの振興策は建設業や観光産業等の振興に集中していた。しかし一般県民には
振興策のメリットはあまり感受出来ないとの認識がある。軍用地料のある人ない人の差、
しかし基地の危険度は県内のどこに住んでも基地負担は変わらない、との不満もある。
それを解消するには、法人税ではなく県民への直接の負担軽減策として県民税・市町村
民税の税負担の軽減を図ることを今後の新たな振興策の柱の一つとして添えて頂きた
い。

沖縄県 不明 男 不明

【エコツーリズムの観点からの振興策】
これまでの身の丈以上の大型公共工事（道路工事)のあり方を見直し、北部においては
エコツーリズムの観点からの道路建設を見直すとともに、自然環境保全の視点から北部
訓練場の全面無条件返還を目指すべき。

沖縄県 38歳 男 会社員

沖縄のためだけではなく、日本全体のために、もっと沖縄の特性を利用してほしい。
【普天間基地】
普天間基地は広大なため、返還後、開発に大変な時間かかることが懸念される。そこ
で、返還後はすべての土地をとりあえずエタノール生産用サトウキビの栽培基地にし、順
次開発を進めれば、日本のエネルギー供給にも貢献出来るのではないか。
【カジノ計画】
カジノが、沖縄を含む国内につくられれば、日本から海外のカジノへ流れるお金を国内に
留めることができる。一部、治安面での懸念もあるようだが、カジノの利用を女性や家族
連れ、老人に限定することで解決出来ないだろうか。
【外国人観光客】
日本は外国の観光客を増やす取り組みをしているが、沖縄を利用すれば飛躍的に外国
人観光客が増えるのではないか。
【国防】
今後、沖縄が発展し、本土からの移住者が増え沖縄の人口が増えることは、日本の防衛
上も重要。

県外 32歳 女
アシカのト
レーナー

【アシカを使った世界唯一のダイビングプログラムによる観光振興】
水中でも陸上でも活発に行動できる「アシカ」は、一緒にビーチを歩いたり、ボートに乗っ
てダイビングに行ったりすることが可能であるが、現在、アシカとともにダイビングを楽し
めるところは世界に無い。さらに、アシカをテーマにしたハリウッド映画作品の計画も進ん
でいることから、沖縄においてアシカとともにダイビング等を楽しめる機会がつくれるので
あれば、世界中から注目されることが期待できる。ついては、「アシカ」を沖縄観光におけ
る強力な魅力のひとつとして育てていく方法を、紹介をさせていただきたい。

沖縄県 40歳 男 無職

【ディズニーランドのようなエンターテイメント施設の建設】
沖縄振興計画は、沖縄県にとって非常に大事な事業だと思うが、本当に沖縄県民のため
になっているのか疑問。基地問題、大学院大学等は、一部の人達のための事業でしか
無い。沖縄県には、子供達や家族で遊べる場所が無く、よって、沖縄の子供達はふるさ
と沖縄を愛せなくなる。県民の遊ぶ場所が無いのに観光客が何処で遊べるのか。そのう
ち、沖縄の観光も、海や自然だけでは、持たない時代が来ると思う。したがって、沖縄
に、ディズニーランドの様な遊べる場所を作るべき。

県外 46歳 男 会社員

【沖縄大学院大学】
沖縄大学院大学について、振計「後期展望」では、開学に向けた法人制度のあり方、費
用負担のあり方の検討を、現行の大学制度にとらわれずに検討し、１点突破を目指す必
要がある。
今年度、用地造成に着手することは、恩納の屋嘉岳周辺の貴重な自然の破壊に着手す
ることになることを肝に銘じて、着手するからには、当初の構想に沿った大学院開学に振
計計画期間中に目処を立てることが内閣府の義務だと思う。必要なら５０人規模で開学
という関係閣僚申し合わせの見直しもすべき。
【道州制関係】
道州制に関しては、沖縄その特殊性に配慮して、一県一州を目指すべき。その際、新し
い自治のあり方として、英国のマン島、ジャージー諸島などを是非研究してほしい。




